平成30年度厚木市障害者協議会第１回就労支援ＰＪ会議録
　
１　日　時　平成30年８月31日（金）15時から17時
２　場　所　厚木市保健福祉センター　視聴覚室
３　参加者
関野（厚木公共職業安定所）、寺戸（株式会社Melk本厚木office）
岩崎(えびな支援学校)、立石(相談支援事業所わたしの夢)≪リーダー≫
齋藤(就労継続支援Ｂ型事業所わーくあーつ)
薄葉(一般社団法人クロスオーバー大和)
木下(相州メンタルクリニックデイケア)、恵比寿(厚木市産業振興課)
小宮、川井(厚木市障がい福祉課)
栗原、長澤、小菅、小原(厚木市障がい者基幹相談支援センター）　敬称略
４　案件　各機関より　就労に関する取組、課題等の報告
(1) 就労相談員の役割について（厚木市障がい福祉課）≪資料あり≫
厚木市では、平成29年度就労ＰＪにおいて、各関係機関の立場から、就労相談員の役割としてどのようなことを求め、また、期待するか意見を集約し、検討を進めてきた。
平成30年度から、障がい者の就労支援の強化に向け、就労相談員を配置し、就労相談対応、企業訪問による企業開拓、各事業所や支援学校等の関係機関との連携などを図っていく。
　(2) 関係機関等意見
　　　各機関より就労に関する取組、課題等

ア　わーくあーつ
一般就労を目指すうえで、生活面、社会性、働き方の3つのバランスを整えることはとても重要であるが、そこを整えることに大変難しさを感じている。バランスを整える為の支援をどのようにしていくかが支援者側の課題になると思っている。

また、市内において多くの就労支援の事業所が増え、選べる時代、環境になってきていると思う反面、当事業所では40から50代の利用者の方が増加しており、その年齢層の就労支援に難しさを感じている。会社見学に行った際、企業側より年齢がネックになる場合もあるとの意見を頂いた。

　　　40～50代の方に対してどのような就労支援をしているか、また、企業に対して、どのように取り組んでいるか教えていただきたい。
イ　厚木公共職業安定所
企業側への支援が中心であるが、年齢により制限が掛かる企業もあることが現状と思う。障害者雇用状況報告書の提出をお願いし、集計している最中だが、雇用を満たしていない企業が厚木市内にもある。雇用の啓発を進めていかなければいけないが、なかなか進まないのが現状。
ウ　えびな支援学校
就労相談員の役割を聞いて、とても良い機能と感じる。ケースが多くなる中で、どのように支援していくのか。
また、広く就労相談員を周知できるよう、情報発信をしていただき、支援学校の保護者の方が就労相談員について知る機会を作っていただきたい。
エ　就労相談員
養護卒業生の支援状況について、相談件数は現時点で3名程度。

卒業後3年間の定着支援を学校の先生方とともに当たっていく。学校側の支援の方向性、就労相談員の支援の方向性について、コミュニケーションを図り、すり合わせながら支援に当たっていきたい。

3年後以降の支援については、ケースにより支援方法は異なると思うが、継続的に支援していくことで、相互(本人、企業側)に支援が入りやすく、課題があった解決が図られやすいと思っている。
　　オ　Melk本厚木office
　　　　就労移行事業所も色々なスタイルがある。当事業所はオフィス型となっており、作業よりも講座が中心。講座の内容は社会に出た後、活かすことができる内容が多い。例えば、出勤時、電車が遅延した場合の対応や電話のマナーなどを行っている。
　　カ　相州メンタルクリニック
　　　　当事業所は就労プログラムがあり、グループワークを主体に行っている。支援している中で就労に向けて必要なことは「夢をもつこと」、「心を動かすこと」と思っており、グループワークを活用することで個々の気持ちが就労に向けて大きくなることもある。その他、年に一回、企業見学を企画し実施しているが、見学を通して、「働く」というイメージが持ちやすく、そこで働きたいと気持ちが動くことができている。
　　　　課題としては2年間で27名がしているが定着率が低いこと。個別面談を行い、病状や希望をきちんと把握し、企業へ働き方への提案すること（話し合う場所）が必要と感じている。
　　
　　キ　クロスオーバー大和
マネジャーとしてコンサルを受ける際は、発達障がい者の方に対する相談が多い。週に一回しか通所できないといった内容が多い。発達障がいのある方はご家族の希望からも就労移行支援事業所に流れていることが多く、支援に苦慮している事業所が多いと日々相談を受けている中で感じている。
また、当事業所にて支援している中で、生活面、社会性の課題がある方の支援をしており、いずれも切り離すことではなく繋がって成長していると関わっている中で感じているが、まずは生活訓練からスタートしている。上手くいかなかった部分についてきちんと向き合い訓練することが大切。
その他、当事業所では障がい者雇用を初めて行った。20歳から利用者として6年間通ってきた方を採用した。作業は完璧で作業能力は高いが、福祉における仕事の切り出しが難しい。
発達障がいの方がどのようなことに困っているか、どのような特性があるのかなどを企業側へ引き継ぐことが支援者側は必要と思う。
ク　産業振興課
我々は間接支援となっている。主に企業支援であり、企業を支援することで障がい者雇用を上げていくことが目的。9月は雇用促進月間となっている。本厚木駅前に雇用促進ポスターをデジタル画面に映し、啓発活動を行っている。その他、障がい者雇用奨励交付金の事業を行っている。
しかし、毎年20社程度からの申請に留まっていた。その為、ハローワークと協働や、市内全企業へ交付金がある旨を周知する活動を行い、大きな反響を呼んでいる。
　　　　
ケ　相州メンタルクリニック
　　当事業所の就労支援プログラムで企業での実習を行っている。実習を通して学べることは多く、今後も実施していきたいが、厚木市内に実習先はなく都内企業で行っている。地域に協力してくれる企業が欲しい。今後協力してくださる企業を増やすために、まずは知ってもらうことを目的に企業側に就労プログラムを見学していただく等このプロジェクトを通して行うことも有効な啓発活動になるのではないか。また、障がい者雇用のノウハウを作ることが出来れば、企業への提案もしやすいのでないか。
　➤　厚木市内企業で雇用を促進していく支援として、第一歩として知っ
てもらう機会として見学や体験等仕組み作り等を検討できればと思う。
ケ　事務局
　　障がい者雇用が進まない理由は具体的にどのあたりなのか。企業としてどこを不安に思っているのか。
　➤　身障の方、軽度の障がいのある方以外の方のイメージが持てていな
いこと、メディア等から受けるイメージ（特に精神の方）が課題となっ
ている印象を受ける。どのような症状が出るのか、働ける方、働ける内
容など具体的に理解がないに等しいのではないか。
　➤　１月28日に神奈川労働局主催で厚木市内企業向けの「発達障がい者、
精神障がい者の方と一緒に働くには」とのテーマで講義形式の研修会の
開催を予定している。9月以降詳細を開示していく予定。

コ　えびな支援学校
　　3年生は卒業後の進路決定に向けて、実習を6月と秋に行い、進路先を決定していく。職場開拓。
サ　事務局


　　支援している中で感じている事として、就労のニーズが上がり、アセスメントすると、真のニーズが就労ではないケースも場合によってある。家庭や金銭面などにおいて課題が根本にあるなど、整理しそこから支援していく必要がある。
また、障がいの理解、仕事のマッチングがないことで定着に繋がらずダメージを受けるのは利用者自身になってしまう。定着に繋がれるよう、より丁寧に支援者側から企業側へのコミュニケーションが必要に感じる。
シ　事務局
相州メンタルクリニックにおいての就労支援に対する報酬はどのようになっているのか
➤　障害福祉サービスの就労移行支援、就労定着支援と同様な支援をし
ているのが医療面において報酬を取れる制度がない。今後、就労移行
支援事業所等、必要な支援を受けられる機関に繋げるなど連携を図っ
ていきたい。
5　おわりに
　　　多くの意見をいただけ有意義な時間になった。
　　次回以降、商工会議所を招いて奨励金や障がい者雇用のノウハウなど企業側が感じているところを確認し、障がい者雇用を進めるために企業側へ出来るところは何か検討できればと思う。
また、相州メンタルクリニックで行われている就労プログラムを見学する等我々が勉強できる機会を持てたらと思う。
第２回就労支援プロジェクトの開催日程は未定のため、開催日決定後、事務局から通知する。
以上

